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NISSEKI TOKYO09

メディアには、何を信じればよいか分からないほど健康に関する情報があ
ふれ、健康に気を遣う人は昔と比較して格段に増えていると明言できる世
の中になった。しかし、そもそも私たちは、何をもって「健康」なのか、
そうでないのかを判断しているのだろうか？
今回の特集は、そんな疑問に対するひとつの答えを探るべく、多面的に取
材を行った。

最初の章では、加熱する健康ブームに警笛を鳴らし、「健康の多様性」を
説く専門家に本質的な健康とは何かを聞いた。

第二章は、健康であるからこそ可能な社会貢献＝献血の現場から。血液を
提供するというシンプルな行為の裏にも、人それぞれの考え方が存在する。
献血をしたばかりの献血者に自身にとっての「健康」について聞いた。

最後は赤十字ボランティアとしても活躍し、アクティブで生き生きとした
ライフスタイルを送っている方に、健康の秘訣を聞いた。

一人ひとりライフスタイルが違うように、健康の尺度も人によって違う。
健康診断の数値を見ながら自身の健康管理をすることももちろん大切だ
が、打ち込むことのできる趣味や社会貢献に取り組んでみるのも、健康を
維持するうえで必要なことなのかもしれない。この機会に、自分なりの健
康基準について考えてみてはいかがだろうか。

Find your health !
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生きる意味と
「健康」は
一人ひとり違うもの

香川大学名誉教授・上杉正幸さんに聞く

「健康で生き生きと暮らしたい」というのは、誰もが持つ
当たり前の願い。メディアにはさまざまな健康法があふ
れています。でも、そもそも「健康」って何でしょう？
病気でなければ、あるいは健康診断の数値が正常ならば、
健康なのでしょうか。『健康病̶健康社会はわれわれを不
幸にする』の著者である香川大学の上杉正幸名誉教授は、
「他人がつくった基準に振り回されず、一人ひとりが自分
なりの健康基準を持つことが大切だ」と言います。

上杉正幸
Masayuki Uesugi

1948年徳島県生まれ。高
知大学教育学部卒業、東京
教育大学大学院体育学研究
科修士課程修了。現代の健
康問題やスポーツ問題につ
いて社会学的視点から考察
している。著書に『健康不
安の社会学』、『スポーツの
社会学』（いずれも世界思
想社）など。

Enjoy

Life

Health
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健
康
ブ
ー
ム
の

行
き
着
く
先

テ
レ
ビ
で
も
雑
誌
で
も
、
私
た
ち
の

身
の
回
り
に
は
健
康
に
関
す
る
情
報
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
健
康

ブ
ー
ム
に
つ
い
て
上
杉
さ
ん
は
、「
政

治
と
医
学
と
人
々
の
欲
望
が
一
体
と
な

り
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
戦
後
の
高
度

成
長
期
後
に
始
ま
っ
た
も
の
」
と
見
て

い
ま
す
。「
１
９
７
０
年
代
後
半
に
日

本
が
豊
か
に
な
り
、
そ
の
豊
か
さ
を
維

持
す
る
た
め
に
健
康
が
す
べ
て
の
生
活

の
ベ
ー
ス
と
な
り
、
そ
れ
が
今
日
ま
で

続
い
て
い
ま
す
」。

医
療
や
検
査
機
器
、
検
査
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
小
さ
な
異
常
も
見
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

私
た
ち
は
か
え
っ
て
健
康
に
不
安
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

側
面
も
。

「
痛
み
や
出
血
、
発
熱
な
ど
の
苦
痛

を
取
り
除
く
願
望
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、〝
健
康
〞
の
対
象
が
ど

ん
ど
ん
と
広
が
っ
て
し
ま
い
、
い
ま
や

健
康
は
身
体
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
精
神
的
な
も
の
、
物
の
考

え
方
、
日
常
の
生
活
や
行
動
様
式
に
ま

で
及
ん
で
い
ま
す
」
と
上
杉
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

「
健
康
基
準
」
は

医
師
が
決
め
る
時
代
に

明
治
時
代
の
日
本
は
衛
生
状
態
も
悪

く
、
コ
レ
ラ
や
赤
痢
、
結
核
な
ど
の
感

染
症
と
の
た
た
か
い
が
課
題
で
し
た
。

戦
後
に
な
っ
て
感
染
症
は
減
少
し
、
現

在
は
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
、
が
ん
へ

の
対
策
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
。
現
在

は
「
慢
性
疾
患
の
時
代
」
と
い
え
ま
す
。

慢
性
疾
患
や
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
。
健
康
診
断

で
身
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
は
身
体
の

痛
み
や
熱
が
な
け
れ
ば
健
康
だ
っ
た
の

が
、
い
ま
は
健
康
診
断
で
異
常
の
な
い

こ
と
が
「
健
康
」
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
痛
み
や
熱
な
ど
自
分
自
身

で
判
断
し
て
い
た
健
康
の
基
準
が
、
医

師
（
医
学
）
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
ま

す
。「
病
気
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断

基
準
を
医
師
に
ゆ
だ
ね
て
き
た
の
が
、

近
代
以
降
の
日
本
の
歴
史
な
の
で
す
」

（
上
杉
さ
ん
）。

病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
生
活
は
大

切
で
す
が
、
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
皆

が
同
じ
生
活
を
送
る
こ
と
を
強
い
ら
れ

特集 健康  FIND YOUR HEALTH！

ま
す
。「
そ
れ
で
は
生
活
が
画
一
化
・

ク
ロ
ー
ン
化
し
て
し
ま
う
」
と
上
杉
さ

ん
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

人
生
の
意
味
を

持
っ
て
こ
そ
の
健
康

上
杉
さ
ん
は
「
自
分
が
何
を
し
た
い

の
か
、
ど
う
生
き
た
い
の
か
、
人
生
の

何
を
楽
し
み
た
い
の
か
の
基
準
を
持
つ

こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
分
な
り
の
健

康
基
準
が
で
き
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。

少
々
健
康
に
悪
く
て
も
、
や
め
ら
れ

な
い
楽
し
み
。
あ
な
た
に
も
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　上
杉
さ
ん
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
面
白
い
回
答

が
満
載
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
あ
る
女
性
は
、
呼
吸
器
系
の
病
気

や
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
の
で
猫
を
飼
う

こ
と
を
医
師
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、『
猫
と
の
生
活
は
や
め
ら
れ
な

い
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
何
を
大
事

に
す
る
の
か
、
そ
れ
が
そ
の
人
に
と
っ

て
の
楽
し
み
で
あ
り
、
幸
せ
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
、
仕
事
や
遊
び
、

社
会
貢
献
が
で
き
る
こ
と
は
確
か
。
で

も
、
生
き
が
い
や
人
生
の
目
標
が
あ
れ

ば
、
仮
に
病
気
を
抱
え
な
が
ら
で
も
、

そ
れ
は
健
康
的
な
生
き
方
で
あ
る
と
も

い
え
ま
す
。
ち
ま
た
に
あ
ふ
れ
る
健
康

情
報
に
振
り
回
さ
れ
過
ぎ
ず
、
一
度
立

ち
止
ま
っ
て
自
分
の
人
生
を
見
つ
め
直

し
て
み
る
の
も
、
時
に
は
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　健康増進やダイエット、病気予防に関する
さまざまな知識や情報が氾濫するなか、現
代の日本人が、健康であるにもかかわらず
健康に不安を感じている現状を指摘。明治
以降の日本人を取り巻く疾病の状況から説
き起こし、「健康」の基準の変遷や人々の意
識について解説しながら、「健康は一人ひと
りが自分の生きがいを見つめて決める問題」
であると提言している。

健康病
健康社会はわれわれを不幸にする
上杉正幸 著（洋泉社新書、2002年）

Book
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あ
る
の
で
猫
を
飼
う

こ
と
を
医
師
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、『
猫
と
の
生
活
は
や
め
ら
れ
な

い
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
何
を
大
事

に
す
る
の
か
、
そ
れ
が
そ
の
人
に
と
っ

て
の
楽
し
み
で
あ
り
、
幸
せ
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
、
仕
事
や
遊
び
、

社
会
貢
献
が
で
き
る
こ
と
は
確
か
。
で

も
、
生
き
が
い
や
人
生
の
目
標
が
あ
れ

ば
、
仮
に
病
気
を
抱
え
な
が
ら
で
も
、

そ
れ
は
健
康
的
な
生
き
方
で
あ
る
と
も

い
え
ま
す
。
ち
ま
た
に
あ
ふ
れ
る
健
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情
報
に
振
り
回
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れ
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ず
、
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度
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ち
止
ま
っ
て
自
分
の
人
生
を
見
つ
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直

し
て
み
る
の
も
、
時
に
は
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　健康増進やダイエット、病気予防に関する
さまざまな知識や情報が氾濫するなか、現
代の日本人が、健康であるにもかかわらず
健康に不安を感じている現状を指摘。明治
以降の日本人を取り巻く疾病の状況から説
き起こし、「健康」の基準の変遷や人々の意
識について解説しながら、「健康は一人ひと
りが自分の生きがいを見つめて決める問題」
であると提言している。

健康病
健康社会はわれわれを不幸にする
上杉正幸 著（洋泉社新書、2002年）
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健康であるからこそ可能な社会貢献、それが献血です（年齢制限はあります）。何度も
献血してくださっている皆さんは、どうやって「献血できるカラダ」を維持し
ているのでしょうか？　献血バスの会場や献血ルームで聞いてみました！

この春から献血ルームでボランティアをしてい
ます。献血に来てくださった人とふれあう機会も
あって、いい経験になっています。血が薄いと言わ
れたこともありましたが、納豆やプルーンなど鉄
分を摂るようにしたせいか、最近は大丈夫。野菜を
食べるように心がけています。

ここ７年ほど続けています。健康法はとくにありま
せん。ストレスをためないよう気をつけているくらい
かな。年に１回の健康診断と献血で健康チェックをし
ている感じですね。これからも、体力が続く限り献血
に協力したいです。

聞いてみました！ 
献血リピーターたちの健康法

年１回の
健康診断

と献血で

健康チェ
ック

納豆やプルーンを
食べています！

吉江 春菜さん

（20 歳・大学 3 年生）

和田 仁
ひとし

さん

（52 歳・会社員）
他に社会貢献もしていないので、献血くらいはと

思って。子どもが3人いるので、病気の子どもたちの
ことを思うと協力したいなと思います。血が薄くて
献血できない時は、「申し訳ないな」と思いますね。健
康法は、よく寝ること。早寝早起き。レバーをたくさ
ん食べていたことも。犬を飼っているので、毎日1時
間ほど散歩しているのもいいのかもしれませんね。

早寝早起き、
よく寝ることが健康法

阿部 景
けい

さん
（35 歳・主婦）

献血は、人のためになると思って続けています。注射
は嫌いですが、献血は毎日協力してもいいほど。自転車
で勤務先まで通っています。片道１時間ほど、基本的に
毎日。７年ほど続けています。お金のかからない健康法
でしょう？　痩せるために始めたのですが、かえって食
欲が出るせいか太ってしまったのが悩みです（笑）

自転車で勤務先まで
通っています

岡崎 栄治さん
（52 歳・会社員）
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５年ぶりの献血です。職場では野生児
と呼ばれているので、健康で気をつけて
いることは本当に何もないです。運動も
苦手だし。体重を落とさないといけない
ので食生活は気をつけていますが…。１
人暮らしを始めてから風邪もひいたこと
がありません。今日は無事に献血ができ
てホッとしています。

「野生児」と呼ばれるほど元気

海老原 直美さん
（36 歳・会社員）

へ～！健康情報には興味がある方で、テレビなどで紹介されている食材や健康法はよ
く試しています。続いているのは、「ヨーグルト＋青汁」。マラソンが趣味で、以
前、朝に 20km 走った後に献血したら、後で気分が悪くなってしまいました。激
しい運動の後は献血してはダメなんですね。反省しました。今日は 21 歳の娘と
一緒に来ました。献血回数が娘に追いつかれないよう頑張っています。

下山 里美さん
（42 歳）

❶ザルで水切りした豆腐を泡
立て器でクリーム状になるま
でよく混ぜる。 
❷チョコレートは湯煎で溶かし

ておく。
❸①に②と豆乳・卵・砂糖を

順に混ぜながら加えていく。
❹Aをふるって③に入れる。

仕上げにバニラエッセンス
を入れて混ぜ、 型に流し込
む。
❺表面を平らにし、180℃に

予熱したオーブンで、35分
ほど焼く。
❻粗熱が取れたら8等分に切

り、器に盛る。
＊半日から1日冷蔵庫で寝かせると美味しさUP♪
＊お好みで粉糖などをふってもOK

・絹ごし豆腐 ..................240g
・ミルクチョコレート ... 1枚
・豆乳 ..........................大さじ1
・卵（全卵） ......................... 1個
・砂糖 ..................................50g
・バニラエッセンス ........適宜
　・薄力粉 ........................30g
　・片栗粉 ........................10g
　・純ココア ....................20g

血液中のヘモグロビン濃度が低いと献血できないことがあります。元気の出る
スイーツを食べて健康な血液をめざしましょう！

レシピ提供：日本赤十字社 熊本健康管理センター

元気の出るスイーツを
作ってみよう！

※写真の「ほうれん草のムース」「デコレーションソース」の作り方は、こちらまで。
　http://www.bc9.org/sp/topics/archives/850　日本赤十字社 九州ブロック赤十字血液センター

作り方材料 
（ケーキ型5号1台分：8切分）1 人 110kcal、鉄分 0.9mg

40年以上前になりますが、当時は献
血するとバナナと卵がもらえたので、
それを目当てに家族で献血に行ったも
のです。食生活は、なるべく野菜を食
べています。できない時は野菜ジュー
スで補う。趣味は夏山に登ること。日
本アルプスなど1週間くらいかけて行
くことも。山菜採りも大好き。登山は
精神的にもいいと思います。

増田 幸一さん

（59 歳・会社員）

大好きな登山が
健康の秘訣

ヘモグロビン
不足解消
レシピ

20km走っ
た後に

献血して大
失敗！

豆腐
A
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最初の献血は、駅で宣伝していてオマケにつられ
て（笑）。友人と一緒に来ることもあります。ご飯は
1日3食、きちんと食べるようにしています。1人暮
らしですが、なるべく自炊して、肉か魚は必ず食べ
るようにしています。血が薄くて献血できなかっ
た時にもらった冊子を参考にして、ひじきの煮物を
買って帰ったこともありますよ。

献血は半分趣味。月に2回は来ています。献血回数
が50回に達した時に記念品をもらったことがあって、
そういうことも励みになりますね。献血できる体なの
だから協力したいですね。献血を続けるために、適度
な体重を保つようにしています。「献血を続けられる
ように健康を保とう」と、献血が健康管理のきっかけ
になっていると思います。

献血が健康管理の
きっかけに

牧田 真衣さん（23歳・会社員）

藤森 優子さん
（40代）

妹について行ったのがきっかけで
す。献血する前はよく寝て、きちんとご
飯を食べるようにしています。血の濃
さは自分で測れないですよね。献血に
来ると嘘がつけないというか、普段の
不規則な生活がバレてしまうのが怖い
ですね（笑）。周囲に「趣味は献血」と言
うとエーっと言われますが、これから
も協力したいです。

普段の生活が
バレてしまうのが

献血

伊藤 由乃さん

（30代女性）

肉か魚を欠かさず食べるように

よろしくっち

聞いてみました！ 
献血リピーターたちの健康法

ラーメン屋を営んでいます。毎年２回ずつ献血を
続けています。健康法はとくにないけれど、酒は控
えめにしているし、タバコは吸いません。自営業で
会社員のように健康診断がないので、献血で定期的
に自分の血について調べてもらえるのはありがた
いです。血液検査の数値はいつも正常の範囲内です
よ。気になるのは体重だけかな（笑）

献血で自分の健康を
チェック

松田 俊一さん

（54歳・自営業）
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今回、取材した献血ルーム ＆ 献血会場

自分の生活を
振り返る
きっかけに

JR亀有駅前 池袋ぶらっと 新宿ギフト

自分の「健康」を
役立てたい

高校2年生の時に学校に献血バスが来て、それが最初です。月1回
くらいのペースで献血しています。せっかく健康に生まれてきたの
だから、誰かのためにそれを役立てたいと思います。できるのにや
らないのはもったいない。健康維持のために野菜はよく食べるよう
にしています。血が薄くて献血できなかったことはないです。逆に、
血小板の数値が良くて看護師さんにほめられたことがあります（笑）

宮本 茉
ま

子
こ

さん

（20歳・大学生）

献血は20歳過ぎから続けています。親戚に血液
の病気の人がいるので献血には関心があります。健
康法はとくにありません。運動はしないといけない
なと思いつつ、食事は好きなものを食べているし…。
でも、食べ物の好き嫌いはないかな。ストレスは、そ
う感じると何でもストレスになってしまうから。あ
まり考え過ぎないことがいいんじゃないかな。

あまり考
えず

楽天的に
！

穐
あき

山
やま

 一明さん
（53歳・会社員）

献血のあとにハガキやwebで血液検査の
数値が見られるのはいいですね。数値を見
て、「この時はお昼に脂っこいものを食べて
しまったな」など、自分の生活を振り返るきっ
かけになっているように思います。母親も献
血していましたが、いまは病気で薬を飲んで
いるため献血ができません。健康な私がその
分、献血できればと思っています。

工藤さん
（28歳女性）

献血の基準や東京都内の献血会場など、献血に関する情報はコチラから。

東京　献血 検索https://www.tokyo.bc.jrc.or.jp/
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ですね（笑）。周囲に「趣味は献血」と言
うとエーっと言われますが、これから
も協力したいです。

普段の生活が
バレてしまうのが

献血

伊藤 由乃さん

（30代女性）

肉か魚を欠かさず食べるように

よろしくっち

聞いてみました！ 
献血リピーターたちの健康法

ラーメン屋を営んでいます。毎年２回ずつ献血を
続けています。健康法はとくにないけれど、酒は控
えめにしているし、タバコは吸いません。自営業で
会社員のように健康診断がないので、献血で定期的
に自分の血について調べてもらえるのはありがた
いです。血液検査の数値はいつも正常の範囲内です
よ。気になるのは体重だけかな（笑）

献血で自分の健康を
チェック

松田 俊一さん

（54歳・自営業）
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今回、取材した献血ルーム ＆ 献血会場

自分の生活を
振り返る
きっかけに

JR亀有駅前 池袋ぶらっと 新宿ギフト

自分の「健康」を
役立てたい

高校2年生の時に学校に献血バスが来て、それが最初です。月1回
くらいのペースで献血しています。せっかく健康に生まれてきたの
だから、誰かのためにそれを役立てたいと思います。できるのにや
らないのはもったいない。健康維持のために野菜はよく食べるよう
にしています。血が薄くて献血できなかったことはないです。逆に、
血小板の数値が良くて看護師さんにほめられたことがあります（笑）

宮本 茉
ま

子
こ

さん

（20歳・大学生）

献血は20歳過ぎから続けています。親戚に血液
の病気の人がいるので献血には関心があります。健
康法はとくにありません。運動はしないといけない
なと思いつつ、食事は好きなものを食べているし…。
でも、食べ物の好き嫌いはないかな。ストレスは、そ
う感じると何でもストレスになってしまうから。あ
まり考え過ぎないことがいいんじゃないかな。

あまり考
えず

楽天的に
！

穐
あき

山
やま

 一明さん
（53歳・会社員）

献血のあとにハガキやwebで血液検査の
数値が見られるのはいいですね。数値を見
て、「この時はお昼に脂っこいものを食べて
しまったな」など、自分の生活を振り返るきっ
かけになっているように思います。母親も献
血していましたが、いまは病気で薬を飲んで
いるため献血ができません。健康な私がその
分、献血できればと思っています。

工藤さん
（28歳女性）

献血の基準や東京都内の献血会場など、献血に関する情報はコチラから。

東京　献血 検索https://www.tokyo.bc.jrc.or.jp/
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健康の源は
チャレンジ精神と社会貢献

指導員歴 20年以上・小野美穂子さん

小野美穂子
Mihoko Ono

年間200時間以上、赤十字の
講習指導をしている。プライベ
ートでは、ごく普通の主婦。2
男1女に恵まれ、現在は息子と
夫との3人暮らし。アレンジ料
理が得意で、最近のヒット料理
は「かぶとブロッコリーとひよ
こ豆のクリームシチュー」。高
機能電子レンジを購入し、使い
方に悪戦苦闘中。

日本赤十字社東京都支部が実施している救急法、幼児安全法、健康生活支援講習の
指導員として長年活躍している小野美穂子さん。60歳から合気道を始め、現在５年目。
「健康に良いだけでなく、指導員としても成長できた」と語ります。趣味の合気道も
社会貢献も、小野さんの人生には欠かせないものになっているようです。

文・写真　NT編集部
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袴
姿
に
憧
れ
て

朝
６
時
半
。
小
野
さ
ん
は
平
日
、
い
つ
も

「
合
気
会
」
の
朝
稽
古
に
通
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
60
人
ほ
ど
。
社
会
人
や
大
学
生
、

外
国
人
の
姿
も
。
白
い
道
着
に
黒
い
袴
姿
が

清
々
し
い
。
２
人
１
組
に
な
っ
て
、
道
主
の

お
手
本
を
見
な
が
ら
の
稽
古
が
１
時
間
続
き

ま
す
。

「
同
い
年
の
友
人
が
空
手
を
や
る
と
聞
い

て
、
そ
れ
な
ら
私
も
何
か
し
た
い
と
思
い
、

袴
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
て
合
気
道
へ
。
自
宅
の

近
く
に
本
部
道
場
が
あ
っ
た
の
も
決
め
手
に

な
り
ま
し
た
」
と
小
野
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
、
稽
古
が
終
わ
る

と
体
中
が
痛
く
な
っ
た
と
か
。
そ
れ
を
乗
り

越
え
、
２
年
足
ら
ず
で
初
段
を
取
り
、
現
在

２
段
。

相
手
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
な
が
ら

小
野
さ
ん
は
、「
合
気
道
は
〝
気
を
合
わ

せ
る
〟、
す
な
わ
ち
相
手
と
自
分
の
つ
な
が

り
を
探
る
こ
と
が
必
要
で
す
」と
語
り
ま
す
。

そ
し
て
、「
赤
十
字
の
講
習
指
導
で
も
受

講
者
の
反
応
に
合
わ
せ
て
や
る
気
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
は
合
気
道
と
通
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
ね
」
と
も
。

も
と
は
水
泳
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し

て
い
た
小
野
さ
ん
。
あ
る
時
、
水
泳
初
心
者

で
還
暦
の
女
性
が
や
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。

「
事
故
が
起
き
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
の

思
い
か
ら
救
急
法
を
学
ん
だ
の
が
、
赤
十
字

と
の
出
会
い
。
以
来
20
年
以
上
、
指
導
員
を

続
け
て
い
ま
す
。

「
赤
十
字
の
活
動
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
。
傷
病
者
に
出
会
っ
た
と
き
に
救
助
者
が

後
悔
し
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
あ

と
10
年
は
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」

合
気
道
と
赤
十
字
が

生
き
が
い
に

小
野
さ
ん
に
と
っ
て
は
趣
味
の
合
気
道
が

健
康
維
持
に
つ
な
が
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
大
切
な
１
つ
で
あ
る
赤
十
字
の
講
習
指
導

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

自
分
な
り
の
趣
味
や
生
き
が
い
を
持
っ
て

こ
そ
、
人
は
健
康
に
生
き
生
き
と
輝
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

取材協力・公益財団法人合気会（電話 03・3203・9236）

毎回相手が違うなか、気を合わせて早朝稽古に励む乳児の心肺蘇生を熱心に指導毎日続ける眼の体操にチャレンジしてい
て、視力が 0.3 → 0.9 に回復！
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１
４
０
ｂ
ｐ
ｍ
の
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
を

刻
ん
で
い
た
胎
児
心
音
が
、
突
然
60
ｂ

ｐ
ｍ
に
低
下
。
病
棟
全
体
に
緊
急
コ
ー

ル
が
鳴
り
響
き
、
病
棟
に
緊
張
感
が
走

る
。
助
産
師
が
急
い
で
分
娩
室
に
向
か

う
。
産
科
医
は
産
婦
に
緊
急
で
帝
王
切

開
と
な
る
こ
と
を
告
げ
、
分
娩
担
当
の

助
産
師
が
産
婦
に
声
を
か
け
な
が
ら
酸

素
投
与
や
体
位
交
換
を
行
う
。
分
娩
部

リ
ー
ダ
ー
が
、
駆
け
付
け
た
助
産
師
に

次
々
と
役
割
を
割
り
振
っ
て
い
く
。
助

産
師
た
ち
は
、
応
援
の
産
科
医
師
や
新

生
児
科
へ
の
連
絡
、家
族
へ
の
説
明
、ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
搬
入
な
ど
、
各
自
の

役
割
を
こ
な
し
て
い
く
─
─
。

緊
急
事
態
に
備
え
る

緊
急
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
産
科
医
と
助
産

師
の
間
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
プ
ロ
ト

コ
ル
を
作
成
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
何
度
も
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
産
婦
人
科
だ
け
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
Ｑ
Ｃ
（
業
務
改
善
・
医
療

安
全
）
活
動
を
通
し
て
手
術
室
セ
ン

タ
ー
と
合
同
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

今
年
度
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

宣
言
後
20
分
以
内
に
胎
児
を
娩
出
し

た
い
グ
レ
ー
ド
Ａ
の
緊
急
帝
王
切
開

は
、
年
間
分
娩
件
数
約
１
１
０
０
件
の

う
ち
10
件
ほ
ど
。
自
分
が
受
け
持
つ
確

率
は
低
い
も
の
の
、
必
要
な
時
に
確
実

に
役
割
が
遂
行
で
き
る
よ
う
準
備
が
必

要
で
す
。
勤
務
開
始
時
の
役
割
分
担
や

夜
勤
用
の
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
作
成
を

通
じ
て
、
病
棟
内
の
ど
こ
で
緊
急
事
態

が
起
き
て
も
速
や
か
に
招
集
や
役
割
分

担
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

総
合
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
新

人
助
産
師
が
産
婦
役
を
し
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
で
手
術
室
な
ど
に
運
ば
れ
、
自

身
の
上
を
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
飛
び
交

う
と
い
う
緊
迫
し
た
雰
囲
気
を
体
験
し

ま
す
。こ
の
体
験
を
通
し
て
、急
変
時
に

産
婦
の
側
か
ら
離
れ
ず
、
声
か
け
を
す

る
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
他
部
署
と

の
協
働
な
し
に
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
ど

の
部
署
も
周
産
期
セ
ン
タ
ー
の
使
命
を

理
解
し
、協
力
し
て
く
れ
ま
す
。今
後
も

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
、
さ

ら
に
精
度
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、CCU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

母
子
の
生い

の

ち命
を
守
る
た
め
に
緊
急
帝
王
切
開
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

母子に安全な分娩環境を提供することは、地域周産期母子医療センターの使命のひとつ。
そのため武蔵野赤十字病院では、定期的に緊急帝王切開のシミュレーションを行っています。

分娩室でグレードA帝王切開の宣言。医師も助産師もプロ
トコルにそって動き始める

手術センターから、マッハQQと呼ばれるグレードA帝王切
開用に準備された器材を持ち込む
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大
田
区
で
の
年
間
分
娩
数
は
５
０
０
０

件
を
超
え
、
そ
の
う
ち
大
森
赤
十
字
病

院
で
は
７
０
０
〜
８
０
０
件
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

約
76
％
は
自
然
分
娩
で

陣
痛
が
始
ま
っ
て
入
院
し
て
か
ら

は
、
助
産
師
が
中
心
に
な
っ
て
診
察
を

行
い
ま
す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
家
族

の
付
き
添
い
も
可
能
で
、
分
娩
経
過
を

自
然
に
見
て
い
き
ま
す
。
分
娩
経
過
に

問
題
が
あ
る
場
合
や
分
娩
時
は
、
医
師

も
一
緒
に
対
応
し
ま
す
。

過
去
６
年
半
の
４
９
５
１
件
の
う

ち
、
自
然
分
娩
が
76
・
４
％
、
吸
引
分

娩
が
６・
６
％
、
予
定
帝
王
切
開
術
が

９・
９
％
、
緊
急
帝
王
切
開
術
が
７
％

で
し
た
（
図
）。

お
産
の
時
間
帯
は
９
時
〜
18
時
と
18

時
〜
９
時
で
、
お
よ
そ
半
々
。
赤
ち
ゃ

ん
は
、
昼
も
夜
も
関
係
な
く
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

早
期
の
母
子
接
触
も

無
事
に
お
産
が
終
わ
っ
た
と
き
の
お

母
さ
ん
や
ご
家
族
の
喜
び
は
他
に
か
え

ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

事
前
に
ご
希
望
が
あ
り
、
母
子
と
も

に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
分
娩
室
で
赤

ち
ゃ
ん
に
お
っ
ぱ
い
を
吸
わ
せ
る
早
期

母
子
接
触
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ

ん
に
と
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
お
っ
ぱ
い

を
吸
っ
て
も
ら
う
の
は
最
も
幸
せ
な
時

間
で
し
ょ
う
。

分
娩
経
過
に
異
常
が
あ
れ
ば
全
力
で

対
応
し
ま
す
。
産
後
は
必
ず
出
血
が
あ

り
ま
す
が
、
出
血
過
多
と
な
っ
た
場
合
，

必
要
が
あ
れ
ば
輸
血
を
行
い
ま
す
（
当

院
の
輸
血
の
頻
度
は
０・４
％
程
度
）。

ま
た
、
退
院
ま
で
に
授
乳
に
慣
れ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
助
産
師
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。

婦
人
科
疾
患
へ
の
サ
ポ
ー
ト

婦
人
科
疾
患
に
対
し
て
は
、
若
い
女

性
に
増
え
て
い
る
子
宮
頸
部
上
皮
内
病

変
（
子
宮
頸
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
状
態
）

に
は
検
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
病

変
部
位
の
切
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
卵

巣
や
子
宮
に
良
性
腫
瘍
が
あ
っ
た
場
合

は
腹
腔
鏡
下
手
術
や
開
腹
手
術
を
行
い

ま
す
。
が
ん
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
十

分
な
検
査
を
行
い
、
治
療
方
針
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

大森赤十字病院の産婦人科では、妊婦健診とあわせ、リスクの低い妊婦さんには
マタニティビクスやヨガなどのリフレッシュ方法を提供。早産などの危険がある
場合は周産期センターを紹介するなど、きめ細かい対応をしています。

JRC OMORI HOSPITAL

妊
婦
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト

心
あ
た
た
ま
る
お
産
を

マタニティヨガ

76.4％
自然分娩

吸引分娩

予定帝王切開術
緊急帝王切開術

9.9％

6.6％

7％

図　当院における分娩様式の内訳（過去4,951件）

産婦人科部長

間崎 和夫
Kazuo Masaki
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１
４
０
ｂ
ｐ
ｍ
の
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
を

刻
ん
で
い
た
胎
児
心
音
が
、
突
然
60
ｂ

ｐ
ｍ
に
低
下
。
病
棟
全
体
に
緊
急
コ
ー

ル
が
鳴
り
響
き
、
病
棟
に
緊
張
感
が
走

る
。
助
産
師
が
急
い
で
分
娩
室
に
向
か

う
。
産
科
医
は
産
婦
に
緊
急
で
帝
王
切

開
と
な
る
こ
と
を
告
げ
、
分
娩
担
当
の

助
産
師
が
産
婦
に
声
を
か
け
な
が
ら
酸

素
投
与
や
体
位
交
換
を
行
う
。
分
娩
部

リ
ー
ダ
ー
が
、
駆
け
付
け
た
助
産
師
に

次
々
と
役
割
を
割
り
振
っ
て
い
く
。
助

産
師
た
ち
は
、
応
援
の
産
科
医
師
や
新

生
児
科
へ
の
連
絡
、家
族
へ
の
説
明
、ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
搬
入
な
ど
、
各
自
の

役
割
を
こ
な
し
て
い
く
─
─
。

緊
急
事
態
に
備
え
る

緊
急
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
産
科
医
と
助
産

師
の
間
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
プ
ロ
ト

コ
ル
を
作
成
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
何
度
も
く
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
産
婦
人
科
だ
け
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
Ｑ
Ｃ
（
業
務
改
善
・
医
療

安
全
）
活
動
を
通
し
て
手
術
室
セ
ン

タ
ー
と
合
同
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

今
年
度
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

宣
言
後
20
分
以
内
に
胎
児
を
娩
出
し

た
い
グ
レ
ー
ド
Ａ
の
緊
急
帝
王
切
開

は
、
年
間
分
娩
件
数
約
１
１
０
０
件
の

う
ち
10
件
ほ
ど
。
自
分
が
受
け
持
つ
確

率
は
低
い
も
の
の
、
必
要
な
時
に
確
実

に
役
割
が
遂
行
で
き
る
よ
う
準
備
が
必

要
で
す
。
勤
務
開
始
時
の
役
割
分
担
や

夜
勤
用
の
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
作
成
を

通
じ
て
、
病
棟
内
の
ど
こ
で
緊
急
事
態

が
起
き
て
も
速
や
か
に
招
集
や
役
割
分

担
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

総
合
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
新

人
助
産
師
が
産
婦
役
を
し
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
で
手
術
室
な
ど
に
運
ば
れ
、
自

身
の
上
を
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
飛
び
交

う
と
い
う
緊
迫
し
た
雰
囲
気
を
体
験
し

ま
す
。こ
の
体
験
を
通
し
て
、急
変
時
に

産
婦
の
側
か
ら
離
れ
ず
、
声
か
け
を
す

る
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
他
部
署
と

の
協
働
な
し
に
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
ど

の
部
署
も
周
産
期
セ
ン
タ
ー
の
使
命
を

理
解
し
、協
力
し
て
く
れ
ま
す
。今
後
も

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
、
さ

ら
に
精
度
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、CCU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

母
子
の
生い

の

ち命
を
守
る
た
め
に
緊
急
帝
王
切
開
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

母子に安全な分娩環境を提供することは、地域周産期母子医療センターの使命のひとつ。
そのため武蔵野赤十字病院では、定期的に緊急帝王切開のシミュレーションを行っています。

分娩室でグレードA帝王切開の宣言。医師も助産師もプロ
トコルにそって動き始める

手術センターから、マッハQQと呼ばれるグレードA帝王切
開用に準備された器材を持ち込む
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大
田
区
で
の
年
間
分
娩
数
は
５
０
０
０

件
を
超
え
、
そ
の
う
ち
大
森
赤
十
字
病

院
で
は
７
０
０
〜
８
０
０
件
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

約
76
％
は
自
然
分
娩
で

陣
痛
が
始
ま
っ
て
入
院
し
て
か
ら

は
、
助
産
師
が
中
心
に
な
っ
て
診
察
を

行
い
ま
す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
家
族

の
付
き
添
い
も
可
能
で
、
分
娩
経
過
を

自
然
に
見
て
い
き
ま
す
。
分
娩
経
過
に

問
題
が
あ
る
場
合
や
分
娩
時
は
、
医
師

も
一
緒
に
対
応
し
ま
す
。

過
去
６
年
半
の
４
９
５
１
件
の
う

ち
、
自
然
分
娩
が
76
・
４
％
、
吸
引
分

娩
が
６・
６
％
、
予
定
帝
王
切
開
術
が

９・
９
％
、
緊
急
帝
王
切
開
術
が
７
％

で
し
た
（
図
）。

お
産
の
時
間
帯
は
９
時
〜
18
時
と
18

時
〜
９
時
で
、
お
よ
そ
半
々
。
赤
ち
ゃ

ん
は
、
昼
も
夜
も
関
係
な
く
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

早
期
の
母
子
接
触
も

無
事
に
お
産
が
終
わ
っ
た
と
き
の
お

母
さ
ん
や
ご
家
族
の
喜
び
は
他
に
か
え

ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

事
前
に
ご
希
望
が
あ
り
、
母
子
と
も

に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
分
娩
室
で
赤

ち
ゃ
ん
に
お
っ
ぱ
い
を
吸
わ
せ
る
早
期

母
子
接
触
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ

ん
に
と
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
お
っ
ぱ
い

を
吸
っ
て
も
ら
う
の
は
最
も
幸
せ
な
時

間
で
し
ょ
う
。

分
娩
経
過
に
異
常
が
あ
れ
ば
全
力
で

対
応
し
ま
す
。
産
後
は
必
ず
出
血
が
あ

り
ま
す
が
、
出
血
過
多
と
な
っ
た
場
合
，

必
要
が
あ
れ
ば
輸
血
を
行
い
ま
す
（
当

院
の
輸
血
の
頻
度
は
０・４
％
程
度
）。

ま
た
、
退
院
ま
で
に
授
乳
に
慣
れ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
助
産
師
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。

婦
人
科
疾
患
へ
の
サ
ポ
ー
ト

婦
人
科
疾
患
に
対
し
て
は
、
若
い
女

性
に
増
え
て
い
る
子
宮
頸
部
上
皮
内
病

変
（
子
宮
頸
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
状
態
）

に
は
検
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
病

変
部
位
の
切
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
卵

巣
や
子
宮
に
良
性
腫
瘍
が
あ
っ
た
場
合

は
腹
腔
鏡
下
手
術
や
開
腹
手
術
を
行
い

ま
す
。
が
ん
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
十

分
な
検
査
を
行
い
、
治
療
方
針
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

大森赤十字病院の産婦人科では、妊婦健診とあわせ、リスクの低い妊婦さんには
マタニティビクスやヨガなどのリフレッシュ方法を提供。早産などの危険がある
場合は周産期センターを紹介するなど、きめ細かい対応をしています。

JRC OMORI HOSPITAL

妊
婦
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト

心
あ
た
た
ま
る
お
産
を

マタニティヨガ

76.4％
自然分娩

吸引分娩

予定帝王切開術
緊急帝王切開術

9.9％

6.6％

7％

図　当院における分娩様式の内訳（過去4,951件）

産婦人科部長

間崎 和夫
Kazuo Masaki
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「
な
ん
で
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

の
写
真
が
撮
れ
る
の
？
」
と
不
思
議
に

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ

は
、
超
音
波
を
使
っ
て
写
真
を
撮
っ
て

い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
人
間
が
聞
こ
え

る
音
の
範
囲（
20
〜
２
万
ヘ
ル
ツ
）を
超

え
る
周
波
数
を
持
つ
音
波
を
超
音
波
と

言
い
ま
す
。
プ
ロ
ー
ブ
と
い
う
機
械
か

ら
超
音
波
を
出
す
と
、
骨
、
筋
肉
、
脂
肪

な
ど
性
質
の
異
な
る
物
質
の
境
界
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
物
質
に
応
じ
た
反
射
波
が

作
ら
れ
、
こ
の
反
射
波
の
強
弱
を
画
像

に
し
て
い
ま
す
。

超
音
波
検
査
で
わ
か
る
こ
と

超
音
波
検
査
で
は
、
ま
ず
赤
ち
ゃ
ん

が
元
気
に
動
い
て
い
る
か
、
順
調
に

育
っ
て
い
る
か
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

が
狭
く
な
い
か
な
ど
全
体
の
様
子
を
見

ま
す
。
次
に
赤
ち
ゃ
ん
の
大
き
さ
を
測

り
ま
す
。頭
の
大
き
さ
、お
腹
周
り
の
長

さ
、足
の
長
さ
を
測
り
、そ
こ
か
ら
推
定

体
重
を
割
り
出
し
ま
す
。

当
院
の
超
音
波
検
査
室
で
は
１
年
間

に
約
６
０
０
０
件
の
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
超
音
波
検
査
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
が
確
認
で

き
る
の
で
安
心
し
て
妊
娠
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。当
院
で
は
、ご
家

族
と
も
一
緒
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
腹
の
中
に
い
る
赤
ち
ゃ

ん
は
時
に
あ
く
び
を
し
た
り
、
目
を
開

け
た
り
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
お
母
さ
ん
は
と
て

も
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

検
査
精
度
の
向
上
を
め
ざ
す

一
方
で
、
出
生
前
に
赤
ち
ゃ
ん
に
病

気
が
判
明
し
た
場
合
、
ご
家
族
は
大
き

な
心
配
や
悩
み
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。し
か
し
、事
前
に
分
か
る
こ
と

で
心
の
準
備
が
で
き
ま
す
し
、
出
生
後

す
ぐ
に
治
療
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

病
気
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
生
ま
れ

て
す
ぐ
治
療
を
開
始
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

超
音
波
検
査
は
、
安
心
し
て
妊
娠
期

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
上
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
今

後
も
検
査
精
度
の
向
上
に
努
め
、
妊
婦

さ
ん
や
ご
家
族
に
安
心
・
信
頼
し
て
い

た
だ
け
る
検
査
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

超
音
波
検
査
で
妊
娠
期
間
も
安
心
！

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
み
よ
う

超音波検査は、妊婦さんに安心して妊娠期間を過ごしていただくうえで、重要な役割を担っています。
葛飾赤十字産院で行っているお腹の赤ちゃんの検査について紹介します。
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撮影した写真をお母さんにプレゼントしています エコーの検査の様子
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新
宿
東
口
献
血
ル
ー
ム
は

オ
ー
プ
ン
以
来
、
２
度

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
な
が

ら
20
年
以
上
の
長
い
間
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
も
と
東
京
都
の
血

液
事
業
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
献

血
ル
ー
ム
が
入
っ
て
い
る
カ
ワ

セ
ビ
ル
の
改
修
に
伴
い
、
平
成
30

年
４
月
15
日
に
閉
所
し
ま
す
。

「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に

当
時
、
都
内
で
一
番
広
い
献

血
ル
ー
ム
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た
新
宿
東
口
献
血
ル
ー
ム
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
、
献
血
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
初
の

思
い
は
今
も
受
け
継
が
れ
、
最

初
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
テ
ー
マ

を
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
広
げ
た
の
ち
、

「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
現

在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
数
は
最
大
時
で
26
床
、

１
日
あ
た
り
の
献
血
者
数
が
日

本
で
一
番
多
い
献
血
ル
ー
ム
で

し
た
。
新
宿
地
区
に
献
血
ル
ー
ム

新
宿
ギ
フ
ト
や
新
宿
東
口
駅
前

献
血
ル
ー
ム
を
オ
ー
プ
ン
す
る

の
に
伴
い
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
し

ま
し
た
が
、
現
在
も
新
宿
に
あ

る
５
つ
の
ル
ー
ム
の
中
で
も
っ

と
も
多
く
の
献
血
者
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ

ご
協
力
を
！

カ
ワ
セ
ビ
ル
の
６
階
で
皆
さ

ま
を
お
迎
え
で
き
る
の
も
あ
と

数
か
月
。
献
血
が
初
め
て
の
方

も
、
お
久
し
ぶ
り
の
方
も
、
常

連
の
方
も
、
ぜ
ひ
新
宿
東
口
献

血
ル
ー
ム
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。新

宿
東
口
献
血
ル
ー
ム
閉
所

後
は
、
新
宿
地
区
の
他
の
４
つ

の
献
血
ル
ー
ム
の
ベ
ッ
ド
数
を

一
部
増
や
し
て
献
血
の
受
け
入

れ
を
い
た
し
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オープン当初のシンボルマー
ク「ラブ・ゲンコツ」。愛と意
志、そして意欲と責任を表し
ている

新宿西口献血ルーム 都庁献血ルーム 献血ルーム新宿ギフト 新宿東口駅前献血ルーム

平成7年12月1日、カワセビル6階にオープン
しました

オープン当初の新宿東口献血ルーム

現在の新宿東口献血ルーム。ここで献血ができるの
もあとわずか

新宿東口献血ルームが閉所します
20年以上、たくさんのご協力ありがとうございました！（平成30年4月15日閉所）
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「
な
ん
で
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

の
写
真
が
撮
れ
る
の
？
」
と
不
思
議
に

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ

は
、
超
音
波
を
使
っ
て
写
真
を
撮
っ
て

い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
人
間
が
聞
こ
え

る
音
の
範
囲（
20
〜
２
万
ヘ
ル
ツ
）を
超

え
る
周
波
数
を
持
つ
音
波
を
超
音
波
と

言
い
ま
す
。
プ
ロ
ー
ブ
と
い
う
機
械
か

ら
超
音
波
を
出
す
と
、
骨
、
筋
肉
、
脂
肪

な
ど
性
質
の
異
な
る
物
質
の
境
界
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
物
質
に
応
じ
た
反
射
波
が

作
ら
れ
、
こ
の
反
射
波
の
強
弱
を
画
像

に
し
て
い
ま
す
。

超
音
波
検
査
で
わ
か
る
こ
と

超
音
波
検
査
で
は
、
ま
ず
赤
ち
ゃ
ん

が
元
気
に
動
い
て
い
る
か
、
順
調
に

育
っ
て
い
る
か
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

が
狭
く
な
い
か
な
ど
全
体
の
様
子
を
見

ま
す
。
次
に
赤
ち
ゃ
ん
の
大
き
さ
を
測

り
ま
す
。頭
の
大
き
さ
、お
腹
周
り
の
長

さ
、足
の
長
さ
を
測
り
、そ
こ
か
ら
推
定

体
重
を
割
り
出
し
ま
す
。

当
院
の
超
音
波
検
査
室
で
は
１
年
間

に
約
６
０
０
０
件
の
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
超
音
波
検
査
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
が
確
認
で

き
る
の
で
安
心
し
て
妊
娠
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。当
院
で
は
、ご
家

族
と
も
一
緒
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
腹
の
中
に
い
る
赤
ち
ゃ

ん
は
時
に
あ
く
び
を
し
た
り
、
目
を
開

け
た
り
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
お
母
さ
ん
は
と
て

も
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

検
査
精
度
の
向
上
を
め
ざ
す

一
方
で
、
出
生
前
に
赤
ち
ゃ
ん
に
病

気
が
判
明
し
た
場
合
、
ご
家
族
は
大
き

な
心
配
や
悩
み
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。し
か
し
、事
前
に
分
か
る
こ
と

で
心
の
準
備
が
で
き
ま
す
し
、
出
生
後

す
ぐ
に
治
療
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

病
気
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
生
ま
れ

て
す
ぐ
治
療
を
開
始
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

超
音
波
検
査
は
、
安
心
し
て
妊
娠
期

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
上
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
今

後
も
検
査
精
度
の
向
上
に
努
め
、
妊
婦

さ
ん
や
ご
家
族
に
安
心
・
信
頼
し
て
い

た
だ
け
る
検
査
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

超
音
波
検
査
で
妊
娠
期
間
も
安
心
！

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
み
よ
う

超音波検査は、妊婦さんに安心して妊娠期間を過ごしていただくうえで、重要な役割を担っています。
葛飾赤十字産院で行っているお腹の赤ちゃんの検査について紹介します。
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新
宿
東
口
献
血
ル
ー
ム
は

オ
ー
プ
ン
以
来
、
２
度

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
な
が

ら
20
年
以
上
の
長
い
間
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
も
と
東
京
都
の
血

液
事
業
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
献

血
ル
ー
ム
が
入
っ
て
い
る
カ
ワ

セ
ビ
ル
の
改
修
に
伴
い
、
平
成
30

年
４
月
15
日
に
閉
所
し
ま
す
。

「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に

当
時
、
都
内
で
一
番
広
い
献

血
ル
ー
ム
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た
新
宿
東
口
献
血
ル
ー
ム
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
、
献
血
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
初
の

思
い
は
今
も
受
け
継
が
れ
、
最

初
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
テ
ー
マ

を
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
広
げ
た
の
ち
、

「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
現

在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
数
は
最
大
時
で
26
床
、

１
日
あ
た
り
の
献
血
者
数
が
日

本
で
一
番
多
い
献
血
ル
ー
ム
で

し
た
。
新
宿
地
区
に
献
血
ル
ー
ム

新
宿
ギ
フ
ト
や
新
宿
東
口
駅
前

献
血
ル
ー
ム
を
オ
ー
プ
ン
す
る

の
に
伴
い
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
し

ま
し
た
が
、
現
在
も
新
宿
に
あ

る
５
つ
の
ル
ー
ム
の
中
で
も
っ

と
も
多
く
の
献
血
者
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ

ご
協
力
を
！

カ
ワ
セ
ビ
ル
の
６
階
で
皆
さ

ま
を
お
迎
え
で
き
る
の
も
あ
と

数
か
月
。
献
血
が
初
め
て
の
方

も
、
お
久
し
ぶ
り
の
方
も
、
常

連
の
方
も
、
ぜ
ひ
新
宿
東
口
献

血
ル
ー
ム
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。新

宿
東
口
献
血
ル
ー
ム
閉
所

後
は
、
新
宿
地
区
の
他
の
４
つ

の
献
血
ル
ー
ム
の
ベ
ッ
ド
数
を

一
部
増
や
し
て
献
血
の
受
け
入

れ
を
い
た
し
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オープン当初のシンボルマー
ク「ラブ・ゲンコツ」。愛と意
志、そして意欲と責任を表し
ている

新宿西口献血ルーム 都庁献血ルーム 献血ルーム新宿ギフト 新宿東口駅前献血ルーム

平成7年12月1日、カワセビル6階にオープン
しました

オープン当初の新宿東口献血ルーム

現在の新宿東口献血ルーム。ここで献血ができるの
もあとわずか

新宿東口献血ルームが閉所します
20年以上、たくさんのご協力ありがとうございました！（平成30年4月15日閉所）
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家も故郷も失い、過酷な避難生活
バングラデシュ南部避難民※支援の現場

国際NEWS 2018  Winter  Vol.16

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
近
年
、
宗
教
・
民
族

上
の
対
立
が
激
化
し
、
２
０
１
７
年
８
月

に
は
大
規
模
な
武
力
衝
突
に
よ
っ
て
60
万

人
以
上
が
隣
国
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
避

難
し
て
い
ま
す
。
避
難
民
が
押
し
寄
せ
て

い
る
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
コ
レ
ラ
な
ど
感
染

症
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
世
界
１
９
０

の
国
と
地
域
の
赤
十
字
・
赤
新
月
社
が
加

盟
す
る
国
際
赤
十
字

は
９
月
15
日
、
緊
急

ア
ピ
ー
ル
を
発
表
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
赤

新
月
社
を
中
心
に
巡

回
診
療
や
救
援
物
資

の
配
布
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
日

本
赤
十
字
社
も
医
療

班
を
派
遣
。
他
国
の

赤
十
字
社
と
も
チ
ー

ム
を
組
み
、
現
地
で

活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

栄
養
状
態
の
改
善
や

安
全
な
飲
み
水
の
確
保
を

新
た
に
避
難
民
が
流
入
し
た
キ
ャ
ン
プ

で
は
栄
養
状
態
の
悪
い
人
々
が
多
く
、
下

痢
性
の
疾
患
も
多
発
し
て
い
ま
す
。一
方
、

こ
う
し
た
過
酷
な
環
境
の
も
と
で
も
新
た

な
命
が
誕
生
し
て
お
り
、
日
赤
の
助
産
師

が
お
産
の
介
助
を
し
た
ケ
ー
ス
も
。
適

切
な
医
療
が
行
え
る
だ
け
の
物
品
や
安

全
な
飲
み
水
の
確
保
、
ト
イ
レ
の
整
備

な
ど
衛
生
環
境
の
向
上
が
緊
急
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
酷
な
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
、
心
に
傷
を
負
っ
た
避
難
民
た
ち
に

は
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
も
必
要
で
す
。
派
遣

メ
ン
バ
ー
の
１
人
は
、「
避
難
民
た
ち
が

劣
悪
な
環
境
に
置

か
れ
て
い
る
状
況

だ
け
で
な
く
、
こ
れ

ま
で
の
生
活
を
奪

わ
れ
、
隣
国
に
逃
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
自
体
が
人

道
危
機
だ
」
と
語
り

ま
す
。

赤
十
字
は
世
界

各
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
地
・
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
赤
新
月
社
の
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
通
訳
が
各
国
赤
十
字
社
の
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
。
避
難
民
支
援
の
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
赤
十
字
で
は
、
現
在
も
避
難
民

の
救
援
活
動
を
継
続
中
。
日
赤
も
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
︵
３
月
31
日
ま
で
︶。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

着の身着のままバングラデシュに避難してきた少女
たち

意識混濁で運びこまれた男性の状態を即座に確認する
日赤看護師

バングラデシュ南部避難民
救援金募集中

受付期間：平成30年3月31日まで

医療班の
現地での
活動の様子を
動画でご覧
いただけます。
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コ
ッ
ク
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ル

コ
ッ
ク
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ー
ル
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デシュ

インド

ミャンマー

ネピドー
ラ
カ
イ
ン
州

バングラデシュ

ミ
ャ
ン
マ
ー

ハキムパラ

コックスバザールから日
赤が巡回診療を展開する
ハキムパラまでは42km、
車で1時間30分程度

※国際赤十字では避難民の政治的・民族的な多様性に配慮し、
「ロヒンギャ」という表現は使用していません。
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ここ数年で、子どもたちにも季節の行事として定着して
きたハロウィン。子どもたちは「Trick or Treat !! って

言うんだよね ?!」と楽しみにしています。今年は東京モー
ド学園さんが、なんと 40 人分のハロウィン衣装を作ってく
ださいました。さらに当日は、学生さんたちがボランティ
アで、子どもたちの頬や手にかわいらしいペイントを施し
てくれました。かぼちゃ、コウモリ、お化け、ハート…そ
してつけまつげも！

ご近所とのつながりも実感

思い思いに変装した子どもたちは、３つのグループに分
かれて元気に出発。地図を片手に、ポイントをめざして歩
きます。ポイントとは、地元のお肉屋さん、イタリアンレ
ストラン、そして現在工事中の新しい園舎の工事現場。ポ
イントとなったお店の方々も、子どもたちにお菓子を用意
してくれたり、「何に変装して驚かせようか？」と張り切っ
てくれました。

子どもたちは、お菓子をもらえる嬉しさはもちろんのこ
と、ドキドキわくわくしながら街を歩き、ご近所さんとの
つながりや優しさも感じることができたと思います。

武蔵野赤十字保育園では先日、食育の一環として園児
たちがカレーライスを作りました。３歳児クラスは

玉ねぎの皮むき担当、４歳児はピーラーを使ってにんじん・
さつまいもの皮むき担当、５歳児は包丁を使って切る担当。
最後は大鍋に入れて、おいしいカレーになりました。

みんなで協力して完成

最初に栄養士から、清潔を保つために大事な手洗いのこ
と、にんじんや玉ねぎ、さつまいもにまつわるお話を聞き
ました。さつまいもは、11 月に幼児クラス全員で吉祥寺の
畑に行って掘ってきたものです。

いよいよ調理開始。３歳児たちが玉ねぎの茶色の皮を手
でむいていくと、真っ白なツルツルの玉ねぎが現れました。
４歳児クラスでは、ピーラーを初めて手にする園児もいま
したが、みんな上手に皮をむいていました。５歳児クラスは、
３歳・４歳児たちが下準備した食材を包丁で切ります。

カレーの完成後は、ひとつのテーブルに各年代が混ざっ
て座り、仲良くランチタイムとなりました。みんなが収穫し
たさつまいも、みんなで作ったカレー、みんなでランチ。お
いしかったね！

福祉施設NEWS 2018  Winter  Vol.16

Trick or Treat !!
ハロウィンに大喜び！

みんなで作ったカレーライス、
おいしいね！

工事現場の
皆さんも

ノリノリ♪

みんなで食べて
おかわりもしたよ

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

東京モード学園の
学生さん手作りの

衣装を身にまとって、
「Trick or Treat !」

ママお手製の
エプロンをつけて

真剣です
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家も故郷も失い、過酷な避難生活
バングラデシュ南部避難民※支援の現場

国際NEWS 2018  Winter  Vol.16

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
近
年
、
宗
教
・
民
族

上
の
対
立
が
激
化
し
、
２
０
１
７
年
８
月

に
は
大
規
模
な
武
力
衝
突
に
よ
っ
て
60
万

人
以
上
が
隣
国
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
避

難
し
て
い
ま
す
。
避
難
民
が
押
し
寄
せ
て

い
る
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
コ
レ
ラ
な
ど
感
染

症
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
世
界
１
９
０

の
国
と
地
域
の
赤
十
字
・
赤
新
月
社
が
加

盟
す
る
国
際
赤
十
字

は
９
月
15
日
、
緊
急

ア
ピ
ー
ル
を
発
表
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
赤

新
月
社
を
中
心
に
巡

回
診
療
や
救
援
物
資

の
配
布
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
日

本
赤
十
字
社
も
医
療

班
を
派
遣
。
他
国
の

赤
十
字
社
と
も
チ
ー

ム
を
組
み
、
現
地
で

活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

栄
養
状
態
の
改
善
や

安
全
な
飲
み
水
の
確
保
を

新
た
に
避
難
民
が
流
入
し
た
キ
ャ
ン
プ

で
は
栄
養
状
態
の
悪
い
人
々
が
多
く
、
下

痢
性
の
疾
患
も
多
発
し
て
い
ま
す
。一
方
、

こ
う
し
た
過
酷
な
環
境
の
も
と
で
も
新
た

な
命
が
誕
生
し
て
お
り
、
日
赤
の
助
産
師

が
お
産
の
介
助
を
し
た
ケ
ー
ス
も
。
適

切
な
医
療
が
行
え
る
だ
け
の
物
品
や
安

全
な
飲
み
水
の
確
保
、
ト
イ
レ
の
整
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な
ど
衛
生
環
境
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向
上
が
緊
急
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
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ま
た
、
過
酷
な
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
、
心
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傷
を
負
っ
た
避
難
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た
ち
に

は
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
も
必
要
で
す
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派
遣

メ
ン
バ
ー
の
１
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は
、「
避
難
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た
ち
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劣
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環
境
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か
れ
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い
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状
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こ
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シ
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ユ
ー
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ラ
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ア
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各
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赤
十
字
社
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サ
ポ
ー
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避
難
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援
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き
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力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
赤
十
字
で
は
、
現
在
も
避
難
民

の
救
援
活
動
を
継
続
中
。
日
赤
も
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
︵
３
月
31
日
ま
で
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きたハロウィン。子どもたちは「Trick or Treat !! って

言うんだよね ?!」と楽しみにしています。今年は東京モー
ド学園さんが、なんと 40 人分のハロウィン衣装を作ってく
ださいました。さらに当日は、学生さんたちがボランティ
アで、子どもたちの頬や手にかわいらしいペイントを施し
てくれました。かぼちゃ、コウモリ、お化け、ハート…そ
してつけまつげも！

ご近所とのつながりも実感

思い思いに変装した子どもたちは、３つのグループに分
かれて元気に出発。地図を片手に、ポイントをめざして歩
きます。ポイントとは、地元のお肉屋さん、イタリアンレ
ストラン、そして現在工事中の新しい園舎の工事現場。ポ
イントとなったお店の方々も、子どもたちにお菓子を用意
してくれたり、「何に変装して驚かせようか？」と張り切っ
てくれました。

子どもたちは、お菓子をもらえる嬉しさはもちろんのこ
と、ドキドキわくわくしながら街を歩き、ご近所さんとの
つながりや優しさも感じることができたと思います。

武蔵野赤十字保育園では先日、食育の一環として園児
たちがカレーライスを作りました。３歳児クラスは

玉ねぎの皮むき担当、４歳児はピーラーを使ってにんじん・
さつまいもの皮むき担当、５歳児は包丁を使って切る担当。
最後は大鍋に入れて、おいしいカレーになりました。

みんなで協力して完成

最初に栄養士から、清潔を保つために大事な手洗いのこ
と、にんじんや玉ねぎ、さつまいもにまつわるお話を聞き
ました。さつまいもは、11 月に幼児クラス全員で吉祥寺の
畑に行って掘ってきたものです。

いよいよ調理開始。３歳児たちが玉ねぎの茶色の皮を手
でむいていくと、真っ白なツルツルの玉ねぎが現れました。
４歳児クラスでは、ピーラーを初めて手にする園児もいま
したが、みんな上手に皮をむいていました。５歳児クラスは、
３歳・４歳児たちが下準備した食材を包丁で切ります。

カレーの完成後は、ひとつのテーブルに各年代が混ざっ
て座り、仲良くランチタイムとなりました。みんなが収穫し
たさつまいも、みんなで作ったカレー、みんなでランチ。お
いしかったね！
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赤十字
Supporters

息
子
が
２
歳
の
時
、
頭
に
ケ
ガ
を
し

て
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー

（
渋
谷
区
広
尾
）
に
入
院
し
た
こ
と
が
赤
十

字
と
の
出
会
い
で
す
。
ケ
ガ
の
後
、「
何
か

お
か
し
い
」と
感
じ
る
症
状
が
出
て
、
い
く

つ
も
病
院
を
回
り
、
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー

で
よ
う
や
く
、頭
に
血
が
た
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
赤
十
字

が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
よ

く
知
ら
ず
、
息
子
の
入
院
中
、
病
院
に
あ
っ

た
資
料
を
読
ん
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
赤
十
字
に
寄
付
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
赤
十
字
で
使
い
道
を
柔
軟

に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
資
金
に
協

力
す
る
こ
と
で
、
災
害
で
被
災
し
た
方
々

が
そ
の
時
に
必
要
と
す
る
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
よ
り
多
く
の
方
を
救
う
手
助

け
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

安
眠
セ
ッ
ト
な
ど
災
害
時
に
配
る
資
材

が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
私
た

ち
の
支
援
が
ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い

る
の
か
具
体
的
に
理
解
で
き
ま
す
。
支
援

者
に
分
か
り
や
す
い
広
報
を
行
い
つ
つ
、

被
災
者
の
た
め
に
な
る
支
援
活
動
を
続
け

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

赤
十
字
の
心
を

未
来
に
引
き
継
い
で
ほ
し
い

赤
十
字
へ
の
支
援
は

被
災
者
の
た
め
に
な
る

昭
和
60
年
に
、
既
知
の
仲
で
あ
っ
た

町
田
市
議
会
の
方
に
誘
わ
れ
、
と

も
に
町
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
を
立
ち
上
げ

た
の
が
、
赤
十
字
と
の
出
会
い
。
奉
仕
団

で
は
、
献
血
の
呼
び
込
み
や
炊
き
出
し
、

地
域
で
の
寄
付
募
集
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
特
に
献
血
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
売

血
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
た
め
、「
日
本

の
医
者
が
売
血
を
使
わ
ず
に
済
む
よ
う
に

し
よ
う
！
」
と
皆
で
頑
張
り
ま
し
た
。
奉

仕
団
活
動
を
始
め
て
、
赤
十
字
が
必
ず
社

会
を
良
く
し
て
い
く
と
感
じ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
赤
十
字
は
、
活
動
の
幅
広
さ

が
何
よ
り
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

体
力
的
な
問
題
も
あ
り
退
団
し
て
か
ら

は
、寄
付
を
通
じ
て
協
力
す
る
こ
と
に
。現

在
は
、
東
京
都
支
部
の
活
動
を
支
え
る
東

京
都
日
赤
紺
綬
有
功
会
※

の
会
長
と
し
て
、

赤
十
字
の
助
け
合
い
の
心
を
広
げ
て
い
く

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
赤
十
字
が
人
々

の
健
康
や
災
害
救
護
、
病
気
の
患
者
さ
ん

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
赤
十
字
の
心
が
未

来
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

20年以上、赤十字に活動資金の協力

を続けてくださっている横山浩之さん

近
藤
德
彌
さ
ん（
東
京
都
日
赤
紺
綬
有
功
会
会
長
）

横
山
浩
之
さ
ん（
東
京
都
日
赤
紺
綬
有
功
会
常
任
委
員
）

※東京都日赤紺綬有功会…赤十字活動を通して福祉の増進に寄与するとともに、
会員相互の親睦を図ることを目的に、日赤の有功章や国の紺綬褒章を受章した
個人・法人の会員が参加している。

※東京都日赤紺綬有功会…赤十字活動を通して福祉の増進に寄与するとともに、
会員相互の親睦を図ることを目的に、日赤の有功章や国の紺綬褒章を受章した

長年、自身の誇りとして赤十字に貢献してくだ

さっている近藤德彌会長
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２
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。
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協

力
す
る
こ
と
で
、
災
害
で
被
災
し
た
方
々

が
そ
の
時
に
必
要
と
す
る
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
よ
り
多
く
の
方
を
救
う
手
助

け
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

安
眠
セ
ッ
ト
な
ど
災
害
時
に
配
る
資
材

が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
私
た

ち
の
支
援
が
ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い

る
の
か
具
体
的
に
理
解
で
き
ま
す
。
支
援

者
に
分
か
り
や
す
い
広
報
を
行
い
つ
つ
、

被
災
者
の
た
め
に
な
る
支
援
活
動
を
続
け

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

赤
十
字
の
心
を

未
来
に
引
き
継
い
で
ほ
し
い

赤
十
字
へ
の
支
援
は

被
災
者
の
た
め
に
な
る

昭
和
60
年
に
、
既
知
の
仲
で
あ
っ
た

町
田
市
議
会
の
方
に
誘
わ
れ
、
と

も
に
町
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
を
立
ち
上
げ

た
の
が
、
赤
十
字
と
の
出
会
い
。
奉
仕
団

で
は
、
献
血
の
呼
び
込
み
や
炊
き
出
し
、

地
域
で
の
寄
付
募
集
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
特
に
献
血
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
売

血
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
た
め
、「
日
本

の
医
者
が
売
血
を
使
わ
ず
に
済
む
よ
う
に

し
よ
う
！
」
と
皆
で
頑
張
り
ま
し
た
。
奉

仕
団
活
動
を
始
め
て
、
赤
十
字
が
必
ず
社

会
を
良
く
し
て
い
く
と
感
じ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
赤
十
字
は
、
活
動
の
幅
広
さ

が
何
よ
り
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

体
力
的
な
問
題
も
あ
り
退
団
し
て
か
ら

は
、寄
付
を
通
じ
て
協
力
す
る
こ
と
に
。現

在
は
、
東
京
都
支
部
の
活
動
を
支
え
る
東

京
都
日
赤
紺
綬
有
功
会
※

の
会
長
と
し
て
、

赤
十
字
の
助
け
合
い
の
心
を
広
げ
て
い
く

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
赤
十
字
が
人
々

の
健
康
や
災
害
救
護
、
病
気
の
患
者
さ
ん

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
赤
十
字
の
心
が
未

来
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

20年以上、赤十字に活動資金の協力

を続けてくださっている横山浩之さん

近
藤
德
彌
さ
ん（
東
京
都
日
赤
紺
綬
有
功
会
会
長
）

横
山
浩
之
さ
ん（
東
京
都
日
赤
紺
綬
有
功
会
常
任
委
員
）

※東京都日赤紺綬有功会…赤十字活動を通して福祉の増進に寄与するとともに、
会員相互の親睦を図ることを目的に、日赤の有功章や国の紺綬褒章を受章した
個人・法人の会員が参加している。

※東京都日赤紺綬有功会…赤十字活動を通して福祉の増進に寄与するとともに、
会員相互の親睦を図ることを目的に、日赤の有功章や国の紺綬褒章を受章した

長年、自身の誇りとして赤十字に貢献してくだ

さっている近藤德彌会長
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〒169-8540 東京都新宿区大久保1丁目2番15号
 TEL 03-5273-6741（代表）　FAX 03-5273-6749　http://www.tokyo.jrc.or.jp

Facebookも見てね！

子どもに起こりやすい事故の予防と手当の方法を学べます！

　元気に遊んでいた子どもが、突然熱を出したり、
けがをすることがあります。子どもは症状をうま
く訴えることができません。そんな時どうすれば
よいか知っておくことが大切です。

■病気の第一発見者はお家のひと。病気を早く発
見するために注意深く子どもを観察しましょう。

■「きげんが悪い」「食欲がない」「眠らない」は、子ど
もからのサインです。

■子どもに対する一次救命処置（心肺蘇生、AEDの
使い方等）の方法を学べます。

支援員養成講習
【受講対象】 満15歳以上の健康な方
 ※託児施設はありません

【時　　間】 9：30 ～ 17：30

【受 講 費】 2,000円（手数料200円含む）

【日　　程】 2月22日（木）・23日（金）
 申込〆切（必着）→2月1日（木）

【会　　場】 日本赤十字社東京都支部

【申込方法】 インターネット（先着）または 往復はがき（抽選）

■インターネットの場合→下記URLをご確認ください。

■往復はがきの場合→往信欄に以下の内容を記入

①コース名「幼 2-1 養支部」と記入 ②氏名（ふりがな） 
③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥電話番号
※「NTを見て申込み」と記入してください。

短時間プログラム
【時　　間】  2時間
【受 講 費】 応急手当コース→160円
 心肺蘇生コース→320円

※短時間プログラムはお子さまと一緒に受講できます（お子さ
ま1人あたり100円の保険料が別途かかります）。

 内容等について詳しくはホームページをご覧ください。

講習のお申し込みや詳細についてはこちら

救護課講習係　☎03-5273-6746（平日9：00 ～ 17：30）
http://www.tokyo.jrc.or.jp/application/yoji/index.html

WEB上で講習の体験、予習や復習ができる
サイトです。ぜひご活用ください！

Concept Information

Welcome

幼児安全法 子どもの尊い生命を守り、健やかな
成長・発達を理解するために

講習の
ご案内

お子さまの生命と健康を守るために、ぜひ受講してください！

講習案内

どなたでもご参加
いただけます！
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